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『さわってごらん！よるの星』 
 

クリスティ・マシソン/作 
大友 剛/訳 

 (ひさかたチャイルド) 
 
 

 ホタルや小鹿に触ったり、夜

空をなでてページをめくると

何がおきるでしょうか？ 

 みんなが寝ている間に森で

おこっている、すてきなできご

とを見に行きましょう。       

『ひゃっくん』 
 

宮知和代/作 
(偕成社) 

 

 ゆうたろうは、おばあちゃん

からおこずかいをもらい 100円

玉に声をかけると返事が返って

きました。ひゃっくんと名付け

ますが、ほしいおもちゃを買う

ために使ってしまいます。 

 旅に出たひゃっくんとゆうた

ろうは再び出会うことができる

のでしょうか？ 

新着図書 

 

・『空はいまぼくら 

ふたりを中心に』 

（東 直子 著） 

・『転んでも、大丈夫 ぼくが義足

を作る理由』  

（臼井二美男  著） 

・『警察犬になったアンズ 命を救

われたトイプードルの物語』  

（鈴木博房 著） 

               

 

 


